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1 0月 3日

1 .古 関健一  擬 解析 関数 の一次結合 につ

` コヽC

/1(2),ん(2)を/1(0)=/2(0)=0,/1(1)=

/2(1)=1,/1(T)=/2(∞ )=∞ なる全平面上
の擬解析関数とする。島(2)=(1-s)ズ (2)+

Sん(2),0≦s≦ 1,と置く。Sに無関係な定数
力<1が あって, ル(2)のcomplex dilatation

の絶対値が ルを越えないとき,各 々の Sに 対 して

島(2)は 全平面を全平面に一対―に写す。 従 っ

てまた擬解析関数となる。

2.橋 本有司 (愛知ェ大) 屁 価代数型函数に

ついての一注意

η(2)を π価代数型函数とし,″ (2)の動

式を/。(2)ω
π
+/1(2)ω π→

+… +ェ バ 2)=0

とする。いま,(/。 ,/1,… ,/π )を この代数型

函数の係数よりつくられる函数系とし,そ 嫌 数

の間の一次独立な一次関係の最大個数がπ-1の

場合を考える.このとき,あ る代数函数 ″(′)

(定義方程式はηπ+夕1(′)″πJ+・ ・・+夕π(′)=

0,2(′),・・、為(′)は′の高 一々次式)と有理型函数

ノ=9(2)が 存在して,2=2。 で″(2)が とる値は,

ノ=9(2。)で代数函数 ″(′)が とる値に等しくな

る。なお,こ れを用いれば,″ 価代数型函数の

deficiencyおよび Picard constantに関する結

果 (N五 no―ozawa,T odaお ょび ozawa,Aogai)

の証明の一部が簡略化される。

3.戸 田暢茂 (名大教養)Wimanの 定理の一

つの拡張

/(2)を定数でない,位数ρ,劣位数μのIZI<
∞での有理型函数とし,μ (″,/)=躍

1量′
1/(2)|

とおく.「/(2)が整函数でρ</2な らばlim

sup μ(″,/)="」 なることは 「wimanの 定

理」としてょく知られている。

そして,こ の定理の精密化,拡 張として興味ある

結果が数多 く得られてぃる.し かし,有 理型函数

で劣位数が丁度 1/2になっている場合についつ

結果は見当らない.こ こでは,こ の場合に対 して

の次の結果を報告する。

定理./が 条件 1)ρ =μ =%か っ lim

T(4/)/″ 丁=0;2)Ⅳ (4/)/r(″ ,/)

<2~1(1。 gr)~2(″ ≧為>o)を みたしてぃる

ならば, lim sup μ(″,ノ)=∞ .

/の零点,極 に制限を加えると,条件 1)は少

し弱めることができる。

4。上田英靖 (東工大理) 整 函数の Zero―

One Set に■)6
‐ヽ
こ

以下,/,′ は整函数,p/で その位数を表わ■

また,/=α →′=α とは, 2ルが/― αのν(π)

位の零点のとき,zルは′―αの位数 ν(″)以上

の零点であることを表わす.さ らに,E(α ,ル,/)

={Z∈ σ:′は/―αの位数<力 の零点 }とする。

このとき,次 の事が成り立つ.

1。(i)/は今<∞ で超越とし,その aero―

one setが({απ}F,{わ"}「)でぁるとする。(〃
は2以上の自然数か∞)さらに,/が Σδ(σ,/)

>0を 満たすならば,({απ}F,{夕π}鶴。+1)(Ъ
はⅣ-1以 下の自然数 )は いかなる整函数の zero―

one setにもならない.(11)/は,<∞ で超越
とし,そ の ze r o―O n e  s e tが ( {仇 }『, {われ}「)

(″は自然数)とする.Eを φ≠E5{わπ}Fなる任

意の集合とするとき,({απ}「,E)はいかなる整

函数のzcrO―One se tにもならない。

2./,′ は非定数 とし,次 の (i)(11)を 満 たす

とする。

(1)/=0=′ =o'ル 1-~′ =1(H)r(α , ,々
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ノ)=E(α , ,々′)(ルは2以上の自然数か∞ )

なるα(≠ 0,1)が ある.こ のとき/=′ か′=

S(/).こ こでSは 0,1を 固定し,α と∞を鵡換

する一次変換。なお,(11)の 仮定を(H)′ ;/=

α→′=α'/=α の根は少なくとも丁つ存在する。

に変えても同様の結果を得る.

5。木村 茂 (宇都宮大教→ On a charac―

terization of the cosine f■■ction

Edreiは 0点 と 1点 がすべて realな整函数を

A― functionと名づけl realでないA―function

について特 徴づ け を した.real A―function

について は , cosine flllnction 以外に も,存

在 する こ とは知 られてい る (Bieberbach).

ここでは小沢先生の合成函数の考え方を用いて,

次の結果を述べる.

「F(2)は real entireでA―functi onとする.

″は5または2ノ(ブ=1,2,…)とし,″次の多

項式Pπと整函数ん (2)を用いて,F(2)=P"

(ルズZ))と かけていれば,

F(Z)=α COS/万レ2■ゎzi+β でぁる.

ここですべての定数は実数で,α ,b,σ は ある条

件式を満す。」

6.新 濃清志 (金沢大工)・ 吹田信之 (東ェ大

⇒  合 成函数の増大度について

/(2),′ (2)を 整函数とする. log〃(4/υ ))

の上下からのsharpな評価はよく知られているが,

7(/,/(′ ))の評価でまだ満足すべきものはない・

T(″,/(′))にっぃて得られたことを報告する.

定理 1.任 意な正数εに対して,〃(″,′)>

((2+ε)/ε)|′(0)|ならば, 7`4/(′ ))≦

(1+ε)T(″ (″.′),/).特 に′(0)=0な ら

ば, 7(/,/(′ ))≦T(〃(″,′),/)・

これは次の意味で best possibleで ある。

定理 2.0<σ <1,α >1な る定数σとαに

対 して, 7(″ σ,/)>σ
α r(γ ,/)(″ ≧ γO)

か。つ′の lower orderが 0な らば,

1狸Sup r(″,ノ(′))/T(〃(″,′)・/)=1_

次に,r(″ ,/(′ ))の 下からの評価を与える.

7.占 部博信 (京都教育大 )整 函数族J(2πj)

に属する函数の pri■Onesに ついて

整函数の族′(2π j)は次のように定義される ,

J ( 2π` ) = I F ( 2 ) = Z + I ( 2 ) I J ( 2 )は

2πJを周期とする周期整函数,

I(Z+2π ′)=J(2)).

このとき,Z+′ ビや Z+′ぎなどはノ(2π′)に 属

する代表的な函数であり,こ れらは p rim eであ

るが,さ らに,自 然数″に対して,Z+′ π(2)

(′π(2 ) = e X p O猜- 1 ( Z ) ) ,′o ( 2 ) = Z )も p  r i m  e

であることが知られている.

上の事実の一般化として,次は 4痛浩 したい.

定理 1.整 函数夕(Z)に 対して,F(2)=Z

キタ(′
2)(∈

J(2π″))と す る。  こ の とき,

′クr2)が2 πJを 周期とする周期函数であるとす れ

ば,F(2)は primeで ある.

J(2π ′)に属する函数の分解に関する基本定理

を利用すれば,一 般に,整 函数夕(2)に 対して,

Z+夕 (θ
Z)力'p rimeであることと,Z″

ク0カ'primeであ

ることとは同値であることが示される。ところで,p(z》 ゞ

定理1の仮定をみたせば.Z′plzlはprimeであるので,定

理 1が従う.1従って,特に,整 函数 '(2)に 対 して,

2+夕 (θ e2)はp rimeであることがわかる.

定理 1を使 うと,以 前の結果 とも関連 し,次 の

ことが示 され る.

定理 2.夕 (Z),σ (2)は 整函数で,′タレt

夕αZb 共ゞに2 πJを周期とする周期函数であるとしよう.

このとき,合成函数F(2)=0〆 レリ。(2+夕(〆))

は uniquely― factorizable で ある.

8.山 下慎二 (都立大理 )非 正規正則函数

単位開円板で正則な函数 を′ とし,る (′)=
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JJ°|′′(2)lpご″ごノ,o<夕<∞(Z=″+′ノ),
l z l く1

とおく。もしИズ′)<∞ ならば,′はレヒト

とヴィルタネンのいみで 121<1で 正規である.

非正規正則函数ノでしかもノタ(/)<∞ が任意

の夕,0<p<2,に ついて成立するものを作れ

ば,4ズ ′)<∞ は′が正規であるための十分

条件としてsha rpである。函数/は
一B( 2 ) l o g ( 1 - 2 )で 与えられる,但 し,3は

プラシュケ積でその零点 (ら )は 1を 集積点 に

もち, 1-IZ"+11<σ (1-IZ″ |)<ι ,0<σ <1,

″=1,2,… ,を みたすものとする。アレンとベ

ルナは非正規正則函数力でИI(力)<∞ をみたす

ものを作った(Jo Mathe Soc.Japan 24(19

72))が ,我 々の/は 1と 2と の gapを 完全に

埋める.

9.斎 藤三郎 (詳馬大工) A chara cteriza―

tio■of the a衛Oint L_■erne1 0f Szegb

type

Riemalln面 上の characteristicを もつ Sze慶

核や Szeg6型 核のときに も成立する命題の特 別

な場合として次の定理が得 られた :定理 .Gを 平面

上の regular reglon, 二 (2,″ )を θ上の Szttb

核K(2,7)に 対する adjoint二―核 とする.この

とき,有 限 D irichlet積分をもつ θ上のすべて

の解析函数力(2)に 対 して次 の等式が 成立する:

÷JJ:|力′(2)12みの
= J°

“J: G I (力(・)―力(2 2》含(2 1 , 2 2 ) F Iごろ||グろl.

さらにθ×θ上の 2変 数函数分(■,22)は ,任

意の 1つの非定数力(2)に 対してθ×θ上のある

meromorphた functionsの族のうちで,上 記の

等式を成立させる函数として完全に特徴付けられ

る。証明は力(2)の Sをe♂核による積分変換

巧バZl'22)劃
墓

力(2'2(Z,4)2(z,万 2)グZを 考

え,θ 上の Szegびspaceとそれ自身との直積空間

における性質を考察することによって与えられる.

10.井上克己 (東北大理) Remarh On the

limit set3 0f Kleinian groups

θが有限個のクライン群q,… ,Qと 斜航的変

換ズ,・・./rからMaskitのCombhatiOn Theorems

I,Iを 用いて作 られている とす る.(S+′ ≧2)

И(Q)(グ=1,・・、s)をQの極限集合とし0/.(θ)=

И(θ)一粍zズvИ(Q))と定めると次のことが

成立する。

(1)И Ⅳ(θ)は 空か, 2点 か らなるか,あ るい

は連続体の濃度を もつ集合である.

(2)И ″(θ)に 不動点を もつ ものは,楕 円的変

換か,斜 航的変換 に限 る.

更に上記のθが初等群 ,擬 フックス群 ,あ るい

は退化群か ら作 られてお り,Gの 残留極限集合 ,

И。(θ)=二 1(θ)U二2(G)が空でないとすると

(3)二 1(θ)⊂ ИⅣ(G)

(4)二 2(θ)=φ

が成立する.

11.加 藤崇雄 (山口大0 0■ Weie rstrass

polnts whOse rirst non_gaps are three

Sを genu s′(≧ 4)の compact Rielnann

面とする. 3を 最 初 の非空隙値 に もつS上 の

Weierstrass点の個数は′
=4な らば 12以 下,

′≧ 5な らば′+2以 下であることは古典的な定

理 (た とえば Hensel―L andsb ergの本に有る )

より容易にわかる.本 講演では
`同一面上には 3

を最初の非空隙値に もつ非空隙列 (Weierstrass

列 )は高々2種類しか存在しない'こ とを報告す

る。さらにそれらの非空隙列がどのようなもの力」と

ついて述べる。′
二4の場合を詳しく調べること

によってSの 自己等角写像群の位数がちょうど3

になるようなSの 定義方程式をすべて求めること

ができる.
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12.栗 林障和 仲 央大理 工)  関 田英太郎

(大 府大教 養)Om a Fa面 ly of Riemanm

surfaces  I

この講演の目的は

κ4+ノ 4+2α ″2ノ2+2わ ″2+2σ ノ
2+1=0

で定義 された Riemann面 の族 (α,ら,σ をパ ラ

メータとして動かす )の もつ性 質 を述 べること

である.

この族の R iemalln面は可換な2つの eni pti∝

hyperelliptic involutions σl, σ2 41も づと

いう性質で特性化される non―hyperelliptic な

genus 3の R iemann面 である. こ こに′,ら1

σ2、 1,そ して, 1+2α わσ―α2_b2_ι 2キ 0。

複素 2次元射影空間 P2に おける座標 χ y,zで

x4■ y4+z4+2α X2y2+2わ X2z2+2 σ y2z2=0

と表すとき,同 型であるための必要十分な条件が

non― SingularなP2の 1次 変換で移 り得 ること

であることを用いて,等 角同値であるためのパラ

メータα,ら,cの 関係をしらべ,こ の族に入れた

解析構造に関する,α ,夕,cの 解析性を考察する.

13.柴  雅 和 (京大⇒  Koebeの
一般化さ

れた一意化定理について

任意の平面領域がいわゆる極小平行載線領域に

等角写像 され うることをのべた K oebeの 一般化

された一意化定理の,有 限種数開 R iemann面 べ

の拡張に関 しては,M.M Oriの 結果 (1963》 ゞ

ある. そ こでの載線に関わる議論は,Koebeの

ものとは異なる.ここでは,Koebe―COurant― を用

いる古典的証明もまた可能であることを示 したい.

それには,種 数 夕(≧1)の開 Riemann面 上の ,

Kusunokiの 半完全標準微分 (半 完全な,二 1-主

函数の ∂―微分 )は この面の上に高々 (2夕…2)個

の零点 しか もたない ことを示す ことが重要な手が

か りを与える一一 この事実はそれ自身閉 Rbmam

面上のよく知 られた結果の拡張を与えているとい

う点で興味あることと思われる.

14.松井邦光 (同志社大 工 ) 西 田和夫

(同 志 社大工 )Note on the Riema■ n―

Roch theorem o■  openl Rieman■  8■rfaCes

Rを 開 リーマン面,(Rn)を 開領域によるRの

近似,Wを 理想境界の bordered近傍 ,Rn∩ ⅥL

wn,L′:Ckaw)JI(W)(resp.L/n:c°(∂m

→H(爾 n))を HD(R)(resp.HD(Rn))の 部 分

空間X(respe xn)に 対応する山口氏の regular

operator,(P〕 をRの 有限箇の点集合 ,Viを Pi

の局所近傍,V=Σ  Vi,D:Cω (∂V)→ H(V)を デ

リクレop eratorとし,L=L/On♂Ⅳ,L=D on∂ V

( r e s p・L n = L / n  o n∂w , L n = D  O n∂ v ) ,  S∈ H

(▼―UPi),pを p―s=L(p― s)m WUVの R

上の解,Lを p― s=Ln(p― s)On wn∪ Vの

Rn上 の解とする.い まもしXn→ Xな ら

(1)Xn∋ 1/n ttx∋ 1.又は (li)Xn∋ 1/n 旦

X∋ 1,の時出p,_p」IRn→0'(lH)Xn∋17n

且X∋ 1の時 ‖dp―d暉|.「 0が いえる。 (ili)の

応用 として,Xn,Xを 適当にとる時, 水 本氏の

リーマンロックの定理は本質的には吉田氏の リー

マンロックの定理の特別な場合に帰着する事が示

され る.

15。小川 亘 Gヒ大理)非 有界なpiHchlet

解の境解値について

平面上の有界領域θの境界 ∂θ上に非有界,連

続,可 解な境界値/が 与えられたとする. そ の

Dirichlet解を=′ とする.夕 0を正則境界点とし

た時,ぉ■√(Z)=/ω。キは必らずしも成り
立たない.こ こでは,こ れが成 り立つための一つ

の十分条件を与える。

定理.θ,/,IF,p。は上の通りとする.

〔I〕/(p。)が有限値の時.ク。のある近傍/が あり,

JJ:∩v・ ′。ン グノCOOな ら
既 母

ア(の=力 0)

〔Ⅱ〕/(p。)=十
∞ の時.p。のある近傍/が あり,
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J l口 βず,げ゛〆
″ソ ″の K O Oな ら

G鯛 庁
ヴ o卜 …

Jl。メ宅λ{がzレグK00なら般源げ0津
―∞

慄μ躍蔦[覇就脅鴬:I
〔Ⅲ〕の仮定を落とせない.

16.倉持善治郎 (北大理)長 坂行雄 Gヒ大

理)非 有界な境界値に対する DiricHet問 題に

て〕C マヽ=

ρをZ―平面の有界領域 とする. ρの境界 ∂ρ

上の±∞を許す実数値連続函数9(2)が ,Perron―

Brelotの方法によるDirichl e t問題について可

解であるとき,そ の解をん で表わす。B relotの

例などから,9(2)が 有界でないときは,2。∈∞

に barrierがあっても, 一般には,(*)lim Jφ (2)
2 ‐ゎ

=9(2。 )は 成 り立たない.こ こでは次のことを

示 す。定理 .2。 ∈∂ρ に barrierがあって,ル

が 2。のある近傍 とρの共通部分で Dirichle t積

分が有限であるときは,(*)が 成 り立つ.

17.村澤忠司 (京府大生活科学)調 和空間の

むOmpactifi catiO■と調和関数の表現について

Hunt とWheedenは ,Euclidean Space lこお

ける Lipschitz dOmainに 対 して E uclidean

boundaryと Martin bollndaryとの関係について

の結果を得た.そ の論文においては,あ る性質を

もった核関数を構成 し,そ れが重要な働 きをなし

ていることを述べている。他の人々によって,こ

れらの一般化 した結果が, Bre10tの 調和空間に

対して得 られている。この講演では,Bauerの 調

和空間 (X,/)に おいて,Xの ある種の com―

pactificatiOn X・
・を考え,核 関数を構成するこ

とによって,そ こでの調和関数の表現について考

える.さ らに Xの i d e a l  b o l l n d a r y  Z・・の妹

の Dirichl et問題に関する regular性についての

結果を導 く.ま た,「Mar t i nの cOm p a c t化 での

Martin bOundary上 に, {Z)が positive  har―

monic measureを もつ minimal  irregul ar

point Zが 存在 しうる」(M.G.Shur)こ とが知

られているが,こ こでの compact化 の境界 Z・・

に対 しては,上 述のようなことが起 こらない.

18.池 上輝男 (阪市大理)調 和空間のdmplici―

al cOmpactirlc ation に つC てヽ

調和空間Xの 可解な完閉化 X・ における Din…

9hiet問題の正則点の研究に Choquet理 論 を応

用するため次の simplicial cOmpactification

を導入する.

調和境界rに まで連続的に延長できる優調和関

数の全体を」 とし,コ によりΓ上の Bor61測度の

集合上にllF序《を 「μ《バ→μ(`)く ν(`)協 G

』」で定義する.こ のllE序により各 D irac測 度

Cr(″∈Xur)が 唯一つの extrem al測度をもつ

ときX+を simplicialとよぶ.勿 論,任 意の可解

な完閉化は simplicialではない.又 simplichl

であることと同値な条件 も与えられる.

更に精密な結果を得 るために BObOc― C Ornea

が Xの relatively∞ mpact open setに 対 し

て与 えた条件  Weakly determiningと 類似

の条件をつけて考察する.こ のときchOquet境界

と正則境界点の集合 ∠regとは一致する.従 って

この条件の下で 「Γ＼ Z regが polar」 から

「Keldych operatOrは Dirichlet解:こ限る」 こ

とがでて,春 の学会で報告した結果の逆が成 り立

つ .

19。二宮信華 (阪市大理 )集 合が可容である

ための条件

R″ (″ ≧ 3)に おいて,ニュートン ・ポテンシャル

酔(″)=J・|″ザr~″ごμ(ノ)
及びエネルギー積分

レド劃〕卿「―″グμωソμ←)
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を考える.エ ネルギー積分有限な正の測度の集合

をε,コ ンパクト集合Fの 容量をθ(F),任 意点

集合Eの 内,外 容量をσ (E),Ce(E)と する.

常にθ'(E)基 Ce(E)で あるが,両 者が相等し

ぃときに Eは 可容であるといわれる。 有 名な

C hoquetの理論は解析集合の可容性を論ずるこ

とを目標としたものであるが,こ こでは内,外 掃

散ポテンシャルを使って次の定理が証明できるこ

とを報告したい.

定理 。集合Eが εに属する全質量有限なすべて

の正の測度について可測であるならば,Eは 常に

可容である.

20。洪妊植 (日大理工) あ る第 1種積分方程

式と一重層

昨年秋季の本会において,解 として境界に二重

層をおいた超関数解を持つ第一種フレドホルム型

積分方程式の例を示した.今 回は境界に一重層を

おいて解が求められる場合の例を示す.

特 別  講 演

水田義弘 (広大総 合 科学)ポ テンシャルの連

続性とBeppO Le▼i関 数の境界値について

1.リ ースポテンシャルの連続性

%次 元ユークリッド空間Rル において,測 度 μ

の α次の リースポテ ンシャルは,次 の様に定義さ

れ る。

雌“)=∫1卿lα
~"グバガ

このような リースポテンシャルをすべて連続にす

る最 も弱い位相をα―細位相とい う.集 合Eが 点

χ。でα―尖細であるとは,あ る測度 νが存在し

lim inf″_J。。″cEび 〃(χ)>ι イ (″0)

となるときをい う.為 を含む集合/が 為 の α―

細位相に関する近傍であるための必要十分条件は,

Fレー/が 為 でα―尖細であることである.ま た,

集合Eが 島 でα~尖細であるための必要十分条件

は,α 次の リース容量Qを 用いて

(1)う11雪1覇稚
)<∞'Eん={χ曰;
<2~λ}

なることである.以上から,S=(IJ=1)上のα

容量零の集合を除いたσに対 し

limγ30 υ“(為+γσ)〓こィ(為)

な ることが示 される.

つぎに,μがr関 数/を密度としてもつとき

(グμ=/の なるとき)を考えよう. このために

ベッセル容量BT(ct〔 7〕)を利用して,集制

が為で(α,ク)~尖細であることを次のときで定

(E(島,“》]ゾψ-0字<∞
ここで, E(為 ,γ)=E∩Bγ(為):Bγ(Ⅲ)=

‖″―埼|<″l・

以下, 0<α <%,1<夕 <∞ は常に仮定する。

定理1(MerrS〔 8;TL 3.1〕 >関 数/∈ ノ は

非負とすると,つぎの条件(2)を満たす点 名醐 じ為で

(α,夕)―尖細である集合Eが 存在し,lim″-2。
,

″cEイ(χ)=υ」(為)が成立する(このとき,

υ」は為で(α夕)一細連続であるという).

(2)∫:〔′
~π
ち″cD/(ノカガん―D≠cOO

をもら.す べての
イ

/ C Jを 連続 とする最弱

位相に関する開集合を (1)と 同じタイプのWiener

型評価式で特徴づける方法を知 らない.定 理 1に

よると,ιイ はBα,P容 量零の集合を除いて,各

点で(こク)一細連続であることがわかる.

Ｂル一″

る
．
　

Γ
Ｌ

赫
１
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∫1祐―ノ|“
P~・/(夕)Pのroo

な
il`i静言ιC言聯諄「

氣`だで
が成立する。

この定理が定理 1か ら直接導き出せるかどうか

わからなし、

Rレ 漁市渥点∞での挙動を調べてみよう.Landkof

〔6〕は, ニュートンポテンシャルυ∫のエネルギ
ーが有限(∫イグμ<∞)ならば,S上ほとんど
すべ ての しに対 し

limγ→∞ィ(γσ)=0
となることを示した. これはっぎのように改良で

きる.

定理3(5,Th.3.3λ蛯肝∞なら1つぎの性
質をもつ集合Eが 存在する.

(i)虎「
λ(π~α)の(Eん)<∞,

見=ケ∈E;2~ん≦|″|<2~ん+1}

(1‖
II二}[ll輿曽[黒することによ先

さらに良い結果 をもつ.

^P(E;θ)=h〈∫|′(ノ)F■
ここで,下限は,こ除″)≧1(/κハ′=o(2π
―θ上 )な る′全体でとられる. またθは開集合

である.

定理 4(〔 5,Th。 4.5〕).α夕≦%の とき,っ ぎ

の性質をもつ集合Eが 存在する.

:亀111711奪み身言10
11百垂三|■」

≦lχl<2ん‖},争=レJ
定理 3,4の系として,原 点か ら発する半直線に

沿 う極限値の存在 を議論することができる.

Fefferm額〔4〕は,R任 の関数tt∈θlが

lgrad πl∈ノ,1くckン ,ならば,あ る定数θが

存在 レほとん どすべての (■,… ,4ι_1)に 対し

lim″
"_∞

%(■ ,・・ち″?し_1,筋 ι)=θ となることを

示した.こ の結果 と関連しているように思えるつ

ぎの結果がある(O htsuka〔13;Th.9.12〕 ).

%は ,P次 の極値的長 さ∞の曲線族を除けば:∞

に終 る曲線に沿 って一定の値に近づ く.

しかしなが ら座標軸に平行な直線全体のP次 の極

値的長 さは∞であるので両者の結果は互いに関係

しない. こ こで,Feffermanの 結果の改良を与え

る前に,BeppO Le宙 関数について述べてみたい.

開集合θ⊂R?し上の関数%∈
イh “

回の (超

関数の意味の )微 分がすべ て
4。c 関 数であると

き,つ ぎの性質をもつ関数%ホが存在する。

(i)θ tt a.e.に %ネ =“

(li)/ε >0, ヨ ω (開 集合 )s.t.Btt P(ω )

<ε かつ %は θ一ω 上の 関数 とみ て連

続

(五O θtta.負に%*は%回 (普通の意味で)微̀

帥|なl薇聰象顎 亀
連続であるとい う。 とくに物回の微分が●Q関

数であれば,θ 上 (2,P)一 細連続であるとい う.

またDen y―Li o n s〔2〕に従って,位 数(2 , P )を

もつBe p p O  L e宙関数と呼ぶ。

定理5(〔9;Th。3.1〕).ηP<ルのとき,ゴ■の
( 2 , P )一 細連続 関数 %に 対して,3ら P容 量零9融;Ъ弔ギσ術的りの

十P(″ )

が成立する.こ こで,α スは%に 関しない定数,

Pは 高々 (2-1)次 の多項式である.

この定理を利用すると,FefferIInnの扱ったπは,

| % (″)―P I≦ c o n s t。
∫|″り 「可t r a d % (ノ) |の

を満たす.Pは 定数である。 したがって,っ ぎの

定理が ■ffer F r a nの結果 を改良する.

定理6(〔1 0 3 Prop.1〕).αP<η,メ∈二
Pの

と

きつ ぎの性質をもつRπ
~1上

の集合Eが 存在する
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(i)Bα,P(EX{0})=0

(li) (■,…,″π-1)∈鷹
屁~1-Eに

対し

li%"_υf(■'ち̈九_b″π)=0
2.半 空間上の(協,夕)一細連続関数の境界値

Carleson〔1〕は,複 素平面内の単位円1/で定

義された連続関数%が

(3)んlgrd%(χ)「(1-lχF)″<∞,
o≦ α<1,

を満たせば,∂1/上のα_α容量零の集合 を除い

たσで有限な極限値 limγ
↑1 %(γ σ)が存在す

ることを示した。Wallin〔14〕はこの結果をプ

に拡張するとき,議 論を容易にする為Rルの半

空間RI={″ =(ム…,″π);″π>Ol上 の関数

%で (3)と 同じタイプの条件

ルlgrd%(″)「4″<∞,0≦α<1,
(任 意の有界開集合Gd唯 に対 して )

を満足するものに対 し,lmし ..。%(ム
・・Ъ″π)

の存在を調べ た. こ こではさらに一般化してみ

よう.

定理7(〔12;The鋤)。Og<夕"L%は4
上局所(解,ク)一細連続かつ

(4)1月二πλl(舟)λ%lρttαtttOO
(任 意の有界開集合αゴ31に 対 して )

としよう。このとき,αJ《上のBπ―αか,P容量零
の集合を除いた(■,…,ち _1)で有限な極限値

limLιγ(ム'¨`為庁1)をも
つ.

P=2のとき,ら,P′(E)=0=亀P(Z)=0
なることを注意する。

定理 8(〔12;Th.4〕 ).前定理 と同じ仮定を満

たす %に 対し,つ ぎの性質をもつ集合島 ,E2が存

在する.

(i)協ρ―α<%の ときc″_α(El)=0;″ター

α≧ ηの とき島 =ψ

H堆:色ずlit■)酬ししげ,ヨИ:⊂S SOt B′π_弘ク(4)=0;

定理 鴫 期 〃::護 寓 11慶 「:「垂11ゎ

な極限値をもたない.調 和,ま たは多調和である

という条件 を追加すれば, non―tangentialな極限

値をもつ ことを示そう.

定理9(〔12′;Th.2〕).%がR隼上(%+1)調

和,す なわら, Jπ
+1“

=0か つ条件(4)を 満足す

れば,∂ R7上 のBπ_ッ
tp容

量零の集合を除いて

non―tangentialな極限値をもつ.

これは,Carleson,Wallin等 の結果 (P=2,0≦

α<1)の 一般化を与える.

Diederith〔 3〕はR隼 上の非負調和関数“ は

∂Rl上 ほとんい てのξに対し,あ る実数ノが

存在して

( 5 )兜
井 L (ξ )∩R I I %°

声 |‐ 0

なることを示した。調和関数の平均値定理か ら(5)

を満たす ξで“は nOn―tangentialな極限値 ′をも

つ.条 件(4)を 満たす“に対 し除外集合をもって

(5)が 成立することを示しその結果 として定理

9が 証明できる.

定理10(〔12;Th。6〕).定理8の%に対し,

つ ぎの性質・を もつ集合E⊂ ∂RIが 存在する.

(i)B″毯夕(E)=0

(oそ∈∂《―Eに対し,ヨ′ξ日3s.●

撫井ちγ(ξ)∩《|%(″)~ゲ″=0

ここで' 9>1は 'α ,夕 ,解 , %に よって定

まる定数である.
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1 0月 4日

21.渡 辺公夫 鶴 波大数学系)On minimal

singularities

(χ ″)を2次元正規特異点とし,その算術種

数,幾伺種数を,それぞれ為(X″ ),ち(χ″)

とする。(X″ )のminimal resolutionをπ:

X― Xと し, e x c e p t i o n a l  s e t  π
~ 1 (″

)を И と

お く. Иの connected proper analytic subset

И′は,そ の交点行列が負定値であるか ら,可 縮

となる.以 下,И ′を bltt downし て得られる

2次 元正規特異点を (X′,ノ )と する.Laufer

は,最 小楕円型特異点 (為 (X,″ )=l and 夕 ′

(X′,″′)=0,磁 色И)を定義し,『(X,″):

最小楕円型⇔ち=l and Gorenstein』を示し

た.そこで,『(X,″):minimal⇔ち≧l and

夕′(X,″)>ち(X′,″),現/C∠」と定義する

と,多 重種数の第 2基本定理よ り 『Oorenstein

⇒ minim al』が成 り立つ (54年 春 )。 この定

理の部分的な逆 として 『mini mal and為 =1⇒

Gorenstein』 が得 られる.従 って,弱 橋円型特

異点においては, Gorenstein と minimalityは

同値 となる.

22.渡 辺公夫 (筑波大数学系) Pluri genem

formulae for surface singularities

2次 元正規特異点 (X,″ )の minimal re∞…

lutionを,π :X― Xと し,И =π -1(″
)とお く.

ИのWeighted dual graphをθとする.θ の vertex

4に 対 して,/Jの 種数が正か,あ るいは,種 数

が 0で ノ′が分岐点になっているとき,Иル Cente r

とい う.高 々 1個 の centerを もつ graphを star

shap e とい う. minimal good resolution  が

star sh″eと なる (X,″ )の δ″ を求める公式

は,既 に知 られている (54年 春 ). こ こでは ,

star shapeを一般イヒした almOst star shape

と呼ばれるθに対 しての δ″の公式を与える.

sta r  s h a p eのgra p hか ら cen  t e  Fを除いた各連

結成分を枝 とい う. ahost star shapeと は,

末端が … 二
く

のよ〕 こ効 れ た枝を

許容する graphをい う.こ の公式により,有 理型

特異点で,0く δ″<1,%≧ 1,となるものが完

全に分類 される.以 上の結果 より,数 個の例外を

除いて, 0 <δ ″< 1 ,物 Z≧1 ,となる2次 元 正

規特異点の分類が完了する。

23.大柳茂樹 (筑波大数学系)On■ Orml

surface singularities of type *An,.Dn and

.En.

(X″ )を正規二次元特異点とし,Gを その最

小特異点除去の双対グラフとする.有 理二重点は

Gが An,Dn,Enの 何れかであり,商 特異点は G

が形 としてこれらに等 しく(*An等 と表す )頂点

の重みに或る条件が付 くものとして特徴付けられ

る.そ こで,こ の重みの条件を取った時に(X,

″)が 何であるかを考え,次 の結果を得た.「 G

が,An,,Dn,キEnの 何れかならば,(X,″ )は,

有理型である.」 また,有 理二重点を分類する手

がかりとしたグラフに,可 縮ではないが An,Dn

五nが ぁった.そ こで,こ れらに可縮性を保証 す

る重みを与え,An等 と表し,先 と同様に対 応 す

る(X,″ )を考える.こ の時,次 を得た.「Gが

ネL,5n,輌 nの何れかならば,(X,″ )は ,有

理型か最小楕円型であり,両 者の判定が容易にな

される。」 更に,Arnoldの bimodal特異点の最

小特異点除去を求めると,そ の双対グラフは,D4'

*E~・となっている事がわかる。

24.都丸 正 (神奈川大|⇒ C*― 作用を持

つ正規二次元特異点の δ″
一種数について

c拿作用を もつ正規二次元特異点の構造は Orlik―

Wagreich Pinkharnによりほとんど解明 されてい

- 1 0 -



るが,こ こでは渡辺公未氏によって近頃研究され

ている齢一種数の物の挙動について, それらの

特異点のある分類を与える.また,この応用とし

|,電がup錫/物
2と,変形との若干のつながりが

あ ることが分 る.

25。瀧島都夫 (埼玉大教育)(眈 otient8 of

θ″―{0}by dialpnal θ●_8CtionS

(X,οx)を解析空間,π :(X~,Ox‐)→ (x

O)を特異点解消とするとき,″∈Xが有理特異
点であるとは,(4′π*(■鴻=0(″>0)となると
きと定義する。また ″∈ Xが rigidであるとは,

任意の局所平担変形が局所単純 となるときとするe

Proc.Amer.Math.soc.72(1978)に おぃ

て,〃 を複素多様体 ,θ を〃上に固有に作用する

複素Lie変換群とするとき,商空間″/θは有理
特異点のみを持ち, cOdim S(″/θ)≧3なら,

″/θはrigidであることを示した.
ここでは,こ の結果 を用い,θ ″―{o}の 対角

θ'一
作用による商空間にっいて調べる.91,...,

%を (91,...,9″)=1な る正整数 とし,ρ :

θ・×θ″→ θ″,ρ (ぁz l ,。…, % ) = (′ ( 1 2 1 ,….

″ぼ2″)をσ″
上の対角 θ“―作用とする. ま た

σ・=(91,・・・,0,¨°,%),の ′=脅/石 ・̈の“・

L,δ(G,…,%)=Max{δ:(て,…,脅̀)
キ 1}と お く.こ のとき,次 が証明される.

定理. θ″_{0}/C°は有理特異点のみを持
ち,δ ( 9 1 ,… , % )≦ ″ - 3 (物 ≧ 3 )な ら

θ″―{o}/θ・はrigidである.

26.群  敏 昭 ← 大理⊃  強 擬凸な開集合の

境界上の De Rhamコ ホモロジー

(re duced)解 析空間 X内 の相対 コンパク ト開

集合をつ,そ の境界をBと する.Bは Andreo tti―

Grauertの 意味で強擬凸とする.二 =Fを 3に 台を

もつ local cOhOm010gyの 層とする.

(1)F∈coh.(X)⇒』ノF=0,p=。,

2≦ ′≦ p r o f  F _ 1 , p≧ e m  b e d i m  X + 1に

対 し.

1 2 ) ' S t e i n , F∈ c o h . ( X )→ r ( D , F )ニ

r(3,3F),菫 ,(B,EF)=o,

1≦′≦ prof F_2,お ょび ρ≧ dim F に 対

して.

o)B∩ sing(X)=φ とする.ρ lを X上 の ′
'次

正則型式の層 とするとき

″・
(ac)=″ ・

(3,=ル1).
さらに 'が steinな ら,p≦ dim x_2に 対

し ′ ″(3,θ )豊 ″pr(3,=ρ l)

に)D steinで '上 ポアンタレ補題が成立てば,

Iρ(D,C)豊 Jp(3,θ ),

′≦m;n prof ρf-2。

27.群  敏 昭 (早大理工) 強 擬凸領域の 境

界までなめらかな正則型式のDe nham]燎 掴ジ_

ルをf.″.多様体,ρ ルを〃上の (コ ーシー・リ
~マ ン作用素による )正 則微分型式のつ くる層の

複体とする.このとき J・(″,C)■I(Zρ ル).
とくに〃=Bが 解析空間X内 の相対コンパクト開

集合つの強擬凸境界であるとしょぅ.こ のとき,

″′(3,C)ニ カρ「(3,′β),p≦ dim X_2.

境界Bま でなめらかなD上 の正則微分型式の層′1(助を '11シー
者

ブ・(2夕ID)―覇ρl-0
で定義する.但  ノ :D~X inclusiOnで,βp

は Bochner―Lewy extensicDnで定義される.こ

のとき
 ″

.(D,C)豊
″KX,ρi(3)).

Dが s t e i nな ら,夕 ≦ d i m  X _ 2に 対 し,

″夕(ac)二 ″r(D,21(3)).

28.阪 井 章 (姫路工大)  θ " に おける

Carlellun型の近似定理について

σ″の部分集合rに 対して,7の 近傍υと,υで
強多重劣調和な非負θ∞

関数ρがあって, r=
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(Z∈ び:ρ(2)=0)と 表わされるとき, 7は

totaHy realで あるとい う.

(totaHy realな 部分多様体はこの性質を有する)

次の結果 を報告する.

「領域θの閉部分集合 rが totally realで あ

るとき,rの Steh近 傍Bが あって,r上 のすべ

ての連続関数は,3で 正則な関数によって,7の

上で一様に近似 される.」

29.藤 田 収 (奈 良女大理 )多 変数正則函

数の系について

"+1次 元 Stein多 様体/上 で正則な"個 の函

数の系/1(夕),…,4(p)を 考え,方程式 乃=

勇(夕)(J=1,… ,π)によって定義される/から

θ"への写像を/,ノによる/の像をのとして,次

の条件を仮定する.

1°/の任意の点において,/1,…,んの/の

局所座標に関する函数行列の階数は"で ある。

2°任意のノ∈めに対して,fibrer~tノ )は/

における解析集合として既約で,複 素平面Cと 解

析的に同値である.

定理 .上の情勢のもとで (乙 /,0)は り上の,

Cを fib reとする, holomorphic fibre bundle

である.更 に,0は C"に おける ordre“-2の

擬凸状域である.田

以上は,西 野氏の結果 (J.Math.Kyoto Univ,

9。( 1 9 6 9 ) , p . 2 5 8  T h . 1 )の 1つの方向への

拡張である。

注 )田 所氏 (J.Mathe Soco Japan,17(1965),

p。281)の意味の もので,普 通の擬凸状域よ。り制

限が弱い.

30.小 柳良平 (九大理)

関する Fornaessの 例

詭 in多 様体の列に

(2舟 を複素多様体 S上 の単連結領域の単調増

加列 とし,Dを その極限 とする.二 を可換複素 リ

ー群 とする.J.Kajiwara〔〕 は,も しSが Stein

多様体ならば,標 準写像 π:Fl(D,И ι)一
一

lim∬ 1(D″,Иι)は 単射であることを示した.

一方,J.E.Fornaess El〕 は,二 重円板 と正則

同型な〃"の 増加列で,そ の極限〃が Steinで な

い例を作った。本講演では,こ の例が,動 'Stein

でない ときπが単射 とは限 らぬ例を与えることを

示す。

〔1〕 J.Eo Fornaess,An hcreasing sequence

Of Stein lrlanifolds whose Hrnit is not Stein,

M a t h .  A m。 22 3 ( 1 9 7 6 ) ,  2 7 5 - 2 7 7 .

E2DJ.Kama,Some extmslons of Cart狙
―

Behte― Steinis theorem, Pub. Res. inst.

Math.SCi.Kyoto Univ。 2(1966),133-156。

E3DR.Koyttagi,LiexemJe de Foranaess

d:llne suite de varigt6s de stein,Mem.Fac.

Sci.Kyushll Univ.(tO appear).

31.西 原 賢 (福岡工大) 射 影的代数多様体

の領域の岡の原理による特徴づけ

okaは CFの 正則領域では Cousinの 第 I問題

が位相的に可解なら解析的に可解であることを示

した.二 を複素リー群χι,ε lを それ ぞれ二に

値をもつ正則写像,連 続写像の芽のなす層とする.

Grauertは Ste m空 間Xに 対 して標準写像

ノ:″
1(X,ど

D→ ゴ (x,ε :)は 双射であること

を示 し,岡 の原理を一般イヒした.一 方 Kajiwara,

Leitererら によって逆に岡の原理が成 り立てば

Steinか という問題が研究 された. Kaliwara―

N ishiharaはXが 2次 元 Stein多 様体の領域の

とき,プ が単射 となるような二が存在すればXは

Ste inであることを示した。さらに Kajiwaraは

高次元 Stein多 様体 の連続 な境界を もつ領域に

対 して 岡の原理 に よる特 徴づ け を行 な った.

L eitererは π次元 Stein多 様体の領域 Xに 対

して,11(X,0)=0で 二=θ 二(2",C):こ

対 してノが単射なら Steinで あることを示 した.

この講演ではXが P〃 の subvarietyの 領域 であ
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7ス.Q赫 年XP呵くルat(′″

‖it′掌尻ふちごり)→Hセ2ノ
る場合に岡の原理によりXの 特徴づけを行 う.

32。東川和夫 (富山大理) 鈴 木正昭 (富 山

大劫  On tL holonaOrphお sectiOILal cF__

ture Ofヨ brgnan metric

■めay aShi,Klemb eckらの結果より次が予想

:楡留『冨   翼 「:
と略記 )≦ ―ε<o。 ここでは,こ の予想を支持

する例 をい くつかのべ る. 例 えば T h u H e n

dorna mら=(IZF+|″后<1)をとぅ.
(0≦ p<1).点 (Z,η)における D夕の S方向の

二SO θを4ヱZっ″)とすれば,一o(夕)≦ム(a″)

≦ψ 2(夕)● こ こで 91,92は 夕のみにより定まる

正定数 .具 体的に二 S.θ を計算 し さらに その

m ax,minを 求める。さらに次のこともわか る .

(1)点 (2,″ )か 弱擬凸な境界点 (′iO,0)へ 近

づくときFo S.θ は負定数に近づかない.強 擬凸

な境界点へ近づ くときI Seθ は負定数へ近づく。

(2)タキタく1のとき'pとつ/は双正則同値で

蹴 ∬聰 機lレノ′7′
33.喜 多通武 (上智大理 工)The Riemann_

ヨElbert problenn in se▼eral mmplex▼ ari_

a b l e s

2次 元連結 Stein多様体 Xに おいて″2(x,

Z)=0の 条件下,任 意の d市isOr Dと 任 意 の

πl(X― a*)ょ りθttσ(θ )への表現 ρを与 え

られた時,Riemann― Hllbertの 問題は見掛け

の特異点なしに解 くことがで きるが,3次 元以上

になると,2次 元で用いた函数論的手法では同じ

様にして見掛けの特異点を消すことは出来ぬこと

を H.L indel(1967)に よる3 ιktt normal ana―

lytic ringで Macaulay ringでない ものの例

を用いて,3次 元多重円板内特別の d市isOrと表

現を構成して示す.

ご́∠″ιごリ |'盛褒纂
34.野 口潤次郎 (阪大教劫  A Ienum On

10garithndc derivatives and a Big PicaJ

TLorem

ノ・= ( I Z I≧ 1 )を ∞を中心 とするp u l l c  t u r e d

d i s cとし″をコンパクト,ヶ ―ラー多様体 とする.

/:Z`→〃を正則曲線,ωを〃上の高 対々数的極

をもつ1-型 式,/'ω =ζ グ2と ぉく.

補題1.″(4ζ)〓0(logみ(/))+ο(1。g/)|     |
← S(″)).こ の応用を述べる.〃 を射影代数的     |

とし,Dを〃上の因子(ωJ)貫:(″=dim″)を     |
J°(Zρル(10g D))内の族でωl∧…∧4∧…∧     |
%+1,1≦′≦″+1,は一次独立なものとする.      |
定理2./:z・→″が(9)鴛lに関して非退化な     |
らば,各 ノによらない K>oが あって,KT/(″ )    |

<場 (4D)+S(″ )`Xを 準アーベル多様体И内     |

の一般型代数多様体,″ を∠の閉部分群の平行移     |
動でXに 含まれてぃるものの和集合とすると,″

     |
はX内 の真閉集合となる.定理3.正則曲線 /:Z・     |
― Xは / (″ )＼ ″ ならば,∠ =′ 拿∪{∞}上    |

に正則に拡張される.                  |

35。藤本坦孝 (名大教養) Pく θ)へ の有理     |

型写像について

P″(σりへの一般の位置にある超平面 ム ,… ,

=緯2'およびθ"上の因子νl,…,ν″+2に 対 し,

C"か らP″(θ)への非退化な有理型写像で,各 因

子 [葛]の pull―backがν′であるものの全体

をyと する.yは Ⅳ+2以 上の代数的に独立な元

を含まない事がわかってぃるが,今 回は,つ ねに

К ∞が成り立つ事を報告する.又 ,こ の応用

として,双 正則写像r:θ"すθ″,ぉょび非退化

有理型写像 /:θ"―PКC)に 対し,一般の位置

にある超平面,4,… ,=腸2の因子としてのひき

もどしがγ不変であるとき,/Orプ 。=/と なる正

整数 ル が存在する事を示す.こ こで,ノ0=1

と取れない.例えば,r(2)=z+2π, 4=
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@,:o)  (  r  =  i  = I {  + l ) ,  Ex+z= t t r t  *  " '  +

Q*+t:o) L l ' , f  (z):exP si" f f i  :  exP sin

#: ---: exp "nrtff 
e*i i t t l tedo)

特 別 講 演

阪井 章 (姫路工大) 正 則関数による一様近

似について

1。こゝで一様近似の問題というのは,C"の

部分集合 Sの 上の連続関数/が ,Sの 近傍で正則

な関数によって,Sの 上で一様に近似される(こ

のとき,ノ はF(S)に 属するとい う)ための,あ

るいは,Sの ある定まった近傍Bで 正則な関数に

よってSの 上で一様に近似される(このとき/は

I(S,3)に 属するという)ための条件を求める

ことである.そ のうちとくに,Sが 内点をもたな

い場合に,連 続関数全体C(S)と F(S)ま たは

F(S,3)と の関係について主に述べる.(Sが

内点をもつ場合 も重要であるが,こ のときはSで

蓮続でSの 内部で正則な関数の全体∠(S)を 考え

ることになる。)

2.Sが コンパクト集合Kで あるとき,次 の結

果がある.

定理 A・ 〃が tOtally realな部分多様体で

あるとき,任 意のK⊂″ について F(K)=θ (K).

・
これはWeierstrassの 定理 (〃=R")の 拡張

と考えることができる.こ の定理は,〃 が実解析

的であるときWells E53により,〃がθ力級であ

るときH6rm anderとWerher〔〕により証明さ

れた(他にも多くの人の貢献がある.)

〃が tOtally realな θ∞
部分多様体のとき・〃

の近傍びと,び で強多重劣調和な非負θ∞
関数 ρ

があって

″ =( Z∈ 1 / :ρ( 2 ) = 0 }

となる.そ こで この 性質 を もつ集 合 を一般 に

tO t a H y  r e a l  s e tとい うことにする.

仮定をみたすが/。π≠/で ゆる.更に,これら

の結果と関連して,周 期整関数について BOrel

あ定理の類比が成り立つ事を示す.

定理1.(E33)TがC"のtotaltt real Set

であるとき,任 意のKC ri碗 してJ“ )=θ (K)。

証明は次の段階に従う.(1)強 い凸性をもつK

の近傍系 (びε)を構成する.(li)/∈ σ∞(y)

に対して,7上 でノと一致し, |∂F(Z)|≦ C

I′ρ(2)|"+1をみたすF∈θ∞(1/)を構成する.

(面)qに おいてび″=5Fの Hbrmanderによ

るL2解4を用いてえ■F-4が 求める近似関

数.

3.Sが コンパクトでない場合

定理 2。 (〔4〕)Tが θ%の 領域 θの totall y

realな 閉部分集合であるとき,7の Stein近傍

Bが あって,I(=3)=C(r).

この定理は Carlemanの 定理 (J(21,Cl)

=θ (Rl))の 拡張とみなすことができる.Tが

totaHy real な 部分多様体のとき,Nllnemacher

●〕によらて童enkin核を用いて証明され|.
=般 の totally real setに 対して この方法 を

用いることは困難である. 定 理 1の 方法 と,

Carlettmの 方法を拡張 して証明される.

4。 以上のことと'関聯 して,次 の話題について

も述べたい.

i°)任 意の K⊂ Sに 対 してF(K)=θ (K)

が成 り立つような, totaHy realで ない Sの 例

(Mergelyanに よる一つの定理の拡張を用いる。)

2°)  peak interpolation set へ の応用

3°)ε R多 様体 上の θR関 数の一様近似

〔1〕L.HbimandeF and J.Wermer:助iform

apprOXIInation on cOmpaCt  SubSet  in  Cγ
l
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Math.驚and“23(1968),5-21。      〔 O AcSakai:Uniform approximation on
OJ.Nmemaeher:A_pproximat bn theory  tOtJけreal sets(to appear).

on totaHy real submanifolds,Mathe Ame,   E5D R.0。 Wells Jr。 :Holomorphic ap―

224 (1976), 129-141。                    proxllnation on real― analytic subrnalifollS

E3D Ao Sakai:Uniform appro対 matiOn in  of a complex manifold,Proc.Amer.Math.

several complex variables, Osaka Jo Mathe,   sOc。17(1966)1272-1275。

1 5 ( 1 9 7 8 ) , 5 8 9 - 6 1 1 .
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